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令和 7 年度 学生満足度調査 （報告） 

令和 8 年 3 月 学生委員会 

 

【調査概要】 

・目的：本学在学生の学生生活に関する満足度等の調査・分析 

 ・調査対象者：令和 7 年度在学生 474 名（令和 7 年 12 月 1 日現在） 

       →1年生：227 名・2 年生：247 名 

・調査期間：令和 7 年 12 月 2 日（月）～令和 8 年 1 月 23 日（金） 

・調査方法：「Microsoft Forms」を使用した、Web アンケートによる調査 

 

【調査結果】 

1．回答数・回答率について 

●全体 

  ・回答数：338 件（1 年生：183 件・2 年生：155 件） 

  ・回答率：71.3％（1 年生：80.6％・2 年生：62.8％） 

 

 ●児童教育学科 

（小幼保コース） 

  ・対象者：73 名 ・回答数：41 件 ・回答率：56.1％ 

 （幼保コース） 

  ・対象者：211 名 ・回答数：153 件 ・回答率：72.5％ 

 

 ●生活科学科 

 （生活福祉専攻） 

  ・対象者：11 名 ・回答数：9 件 ・回答率：81.8％ 

（食物栄養学専攻） 

  ・対象者：69 名 ・回答数：60 件 ・回答率：87.0％ 

 

 ●教養学科 

  ・対象者：110 名 ・回答数：75 件 ・回答率：68.2％ 

 

2．回答結果について・・・回答件数（比率）対前年度比率 

  ●教育方針・教育内容について 

   ・満足  ：140 件（41.4％）▲6.2％ 

   ・やや満足：183 件（54.2％）＋4.0％ 

   ・やや不満：  13 件（3.8％）  ＋2.1％ 

   ・不満  ：  2 件（0.6％）    ＋0.3％ 
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  ●学生生活支援（奨学金・保健室・学生相談等）について 

   ・満足  ：146 件（43.2％）▲6.6％ 

   ・やや満足：166 件（49.1％）＋4.6％ 

   ・やや不満：  21 件（6.2％）  ＋1.6％ 

   ・不満  ：    5 件（1.5％）  ＋0.4％ 

 

  ●課外活動（部活・サークル・学園祭などを含む）に関する支援体制について 

   ・満足  ：138 件（40.8％）▲3.3％ 

   ・やや満足：183 件（54.2％）＋3.1％ 

   ・やや不満：  16 件（4.7％）  ＋0.8％ 

   ・不満  ：    1 件（0.3％）   ▲0.6％ 

 

●イベント（スポレク祭・紫苑祭 等）について 

   ・満足  ：151 件（44.7％）＋1.3％ 

   ・やや満足：164 件（48.5％）＋2.2％ 

   ・やや不満：  19 件（5.6％）  ▲2.9％ 

   ・不満  ：    4 件（1.3％）  ▲0.6％ 

 

  ●服装等に関する身だしなみについて 

   ・満足  ：170 件（50.3％）▲8.7％ 

   ・やや満足：144 件（42.6％）＋5.5％ 

   ・やや不満： 21 件（6.2％）   ＋3.0％ 

   ・不満  ：   3 件（0.9％）   ＋0.2％ 

 

●各施設・設備について 

（1）教室（パソコン室・実験室・実習室・ピアノ室含む） 

   ・満足  ：187 件（55.3％）▲2.1％ 

   ・やや満足：138 件（40.8％）＋5.0％ 

   ・やや不満：  13 件（3.9％）  ▲2.2％ 

   ・不満  ：    0 件（0.0％）  ▲0.7％ 

 

（2）体育館 

   ・満足  ：177 件（52.4％）▲7.4％ 

   ・やや満足：139 件（41.1％）＋6.2％ 

   ・やや不満：  17 件（5.0％）  ＋0.1％ 

   ・不満  ：    5 件（1.5％）  ＋ 1.1％ 

 

（3）図書館 

   ・満足  ：246 件（72.8％）▲1.9％ 
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   ・やや満足： 89 件（26.3％） ＋3.2％ 

   ・やや不満：   3 件（0.9％）   ▲1.1％ 

   ・不満  ：   0 件（0.0％）   ▲0.2％ 

 

（4）トイレ 

   ・満足  ：154 件（45.6％）▲16.4％ 

   ・やや満足：127 件（37.6％）＋7.5％ 

   ・やや不満：  46 件（13.6％）＋8.3％ 

   ・不満  ：  11 件（3.2％）  ＋0.6％ 

 

（5）学生食堂 

   ・満足  ：189 件（55.9％）▲5.0％ 

   ・やや満足：121 件（35.8％）＋3.3％ 

   ・やや不満：  21 件（6.2％）  ＋0.5％ 

   ・不満  ：    7 件（2.1％）  ＋1.2％ 

 

（6）売店 

   ・満足  ：159 件（47.0％）▲5.4％ 

   ・やや満足：140 件（41.4％）＋1.2％ 

   ・やや不満：  33 件（9.8％）  ＋3.7％ 

   ・不満  ：    6 件（1.8％）  ＋0.5％ 

 

●休み時間を過ごす場所について 

   ・学生ホール：158 件（46.8％）＋1.6％ 

   ・図書館  ：  15 件（4.4％）   ± 0.0％ 

   ・講義室  ：135 件（40.0％）▲4.6％ 

   ・サークル室：    0 件（0.0％）  ▲0.2％ 

・学外   ：  14 件（4.1％）  ＋2.4％ 

   ・その他  ：  16 件（4.7％）  ＋0.8％ 

 

●事務局の窓口対応等について 

   ・満足  ：132 件（39.1％）▲4.3％ 

   ・やや満足：159 件（47.0％）＋2.4％ 

   ・やや不満：  38 件（11.2％）＋2.2％ 

   ・不満  ：    9 件（2.7％）  ▲0.3％ 

 

●学生生活全般の満足度について 

   ・満足  ：148 件（43.8％）▲5.7％ 

   ・やや満足：179 件（52.9％）＋6.8％ 
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   ・やや不満：    8 件（2.4％）  ▲1.1％ 

   ・不満  ：    3 件（0.9％）   ± 0.0％ 

 

【まとめ】 

 令和 7 年度の調査結果では、令和 6 年度の調査結果と比較すると大きな変化は見られ

ず、「学生生活全般の満足度」の質問については「満足」及び「やや満足」の合計が

96.7％となるなど、本学の学生満足度は非常に高い水準を維持している。令和 5 年（一昨

年）度の調査では、前年に比べ全体的に多くの質問項目で回答が極化し「やや満足」から

「満足」に回答率が移行する傾向にあったが、令和 6 年度の調査では、「満足」から「や

や満足」に回答率が移行しており、今年度も同様の回答傾向に戻っている。 

 回答項目別では、施設・設備の「トイレ」に関する設問において満足が対前年度比マイ

ナス 16.4 ポイントと大きく落ち込んだ。「トイレの洋式化」の希望に加え「南館のトイ

レ」の改善を求める意見が多く見られた。トイレ整備については、今年度南館１階のトイ

レ改修工事を実施しており、今後の改修計画についても検討を進めている。また、「体育

館の空調設備（特に冷房設備）」を求める意見も増加している。一方で「学友会主催イベ

ント（スポレク祭・紫苑祭 等）」については、「満足」及び「やや満足」が対前年度比プ

ラス 3.5 ポイントとなり満足度が上昇した。「服装等の身だしなみ」については「満足」

がマイナス 8.7 ポイントとなり、服装の選択化以降初めて満足度に変化が見られた。自由

記述には、服装や身だしなみについて「好きにさせて下さい。短大の時にしかできない服

装や髪型がある」、「スウェット、10cm 以上はありそうな厚底、周りを見ると絶対にい

る。嫌悪感抱く」など、不満を示すとしても異なる方向を志向する意見が上がっている。 

ただし、今年度は自由記述の回答数が例年よりも少なかった。これは、昨年度のアンケ

ート結果に対し、8 月にフィードバックとしてトイレの改修予定や体育館の改善報告、要

望の実現に向けた学生への協力依頼等を周知したことで、状況や不満足感に対する納得を

促した可能性が考えられる。 

調査の実施自体について、令和 6 年度からは確実なアンケート実施に向けて、各学科・

専攻・学年ごとに実施日の時間枠と担当者を決定・報告してもらい協力を得ている。今年

度は 10 月時点で 12 月～1 月の目処で計画を依頼し、実際には 11 月 27 日から 1 月 15 日

までで実施の時間を確保してもらった。令和 6 年度は 1 月末まで予定の調査期間を（卒業

式 3/15 まで）延長し、回答率の少ない学科・専攻・学年の担当者に向けて再度促し、学生

にも全体に追加案内もしたが、令和 7 年度は報告書作成のスケジュール前倒しもあり、1

月 23日で調査期間を終えた。結果として令和 6年度に比べ、回答率が低くなった。今後は

より多様な意見を聴取し更なる改善につなげるため、来年度（令和 8 年度）は今年度同様

に確実な実施に向けて各学科・専攻に協力を得て計画的に時間を確保してもらい、加えて

今年度特に回答率の低かった学科・専攻・コースに関しては、実施前に委員会からの確実

な実施依頼を重ねて行うことで、回答率の向上にも努めたい。 

 

以上 


